
 

＜別紙＞ 情報提供様式  

 

①事例名 

副校長・教頭マネジメント支援員の活用 
 

②学校名 

甲良町立甲良西小学校 
                                        連絡先 0749-38-3000 

③取組分野（複数選択可） 

■副校長・教頭の負担軽減に関する取組 （学校経営骨太モデル事業、副校長・教頭マネジメント支援員の活用等） 
 

④直面していた課題（取組前の様子） 

時間外労働が月45時間を大きく超え、７０時間程度に常態化し、教頭の負担感が高まっていた。特に、校内外から求め

られる報告・調査・実績集計が多様化しており、資料の探索や転記、内容確認に多くの時間を要していた。その結果、本来

の教育活動の質を高めるための準備や振り返りの時間が圧迫され、計画的・創造的な業務遂行が困難となっていた。 

 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

本校では、報告業務の効率化を中心とした業
務改善を進めた。まず、報告のための根拠資料
の所在と担当を整理し、紙媒体・メール・校務端
末など複数に分散していた情報の集約を依頼し
た。次に、定例の調査項目について、作成は教頭
マネジメントに依頼し、教頭は確認するだけの業
務とした。 
 
取組のポイント 

取組のポイントは、報告業務の工程を「収集→デ
ータ化→作成」に整理し直したことである。これ
により、教頭が学校運営に関わる職務に注力で
き、持続可能な業務体制を構築することができ
た。 
 

【依頼業務一覧表】  

 業務内容及び時間、曜日等を示して、次年度以降も活用しやす

いようにした。 

【教頭マネジメント用フォルダ】 

 教頭とマネジメントがデータ管理やデータのやり取りがしや

すいように設定した。 

 

 

 

 

⑦取組の成果 

資料探索や転記作業、体裁調整に要していた
時間が大幅に短縮され、時間外労働は明確に減
少した。業務量の見通しが立ち、期限前に計画的
に処理できるようになったことで、突発的な依
頼が生じても過度に負担が増える状況が改善さ
れた。また、事務的作業が軽減された分、教育活
動の改善や課題分析、授業づくりなど、思考を伴
う業務に十分な時間を確保できるようになっ
た。 

 
成果のポイント 
作業時間の削減と業務の質向上を同時に実現

した点にあると考えている。 
 

 


